アミド基水素原子交換コントラストMR画像を用いた神経膠腫の悪性度評価 by Sakata, Akihiko






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（医学） 氏 名 坂 田 昭 彦 
論文題目 
 










ており、それを補うべく新たな MRI 撮像法の研究開発が進んでいる。 










影 T1 強調画像の 2 種類、腫瘍の代表スライスもしくは腫瘍を含む全スライスとい
う 2 条件を組み合わせた 4 条件と、APT 画像上で最大値を示す領域を加えた合計
5 条件の間で、原発性脳腫瘍において悪性度の診断能に差異がないかを検討した。 
対象は京都大学附属病院で手術が施行され、病理学的に診断が確定したびまん
性神経膠腫 26 例。WHO 脳腫瘍病理分類第 4 版に基づく組織学的診断を基準とし
た。撮像には 3 テスラ MR 装置を使用し、T1 強調画像、造影 T1 強調画像、FLAIR
画像および APT 画像を撮像した。2 名の放射線科専門医が独立して画像を評価し
た。 FLAIR 画像 では 腫瘍 を含 む 連続 した 異常 信 号域 に関 心領域
（region-of-interest: ROI）を設定した。病変に造影効果が認められた場合は、造
影病変を選択する別の ROI を設けた。壊死、出血、明らかな artifact と思われる
領域は注意深く ROI から除いた。こうした ROI を腫瘍の最大断面の 1 スライス
と、腫瘍を含む全スライスに対して設定した。さらに腫瘍内の APT 高値を示す領
域に小円形の ROI を複数個設定した。これらの ROI から得られた APT 値が腫瘍
の悪性度の鑑別に有用かどうか、ANOVA 法および ROC カーブ法を用いて解析















択する画像として FLAIR 画像もしくは造影 T1 強調画像の 2 種類、腫瘍の代表ス
ライスもしくは腫瘍を含む全スライスで腫瘍領域を設定する 2 条件を組み合わせ
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